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B.LEAGUEの目指す将来構想
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B.LEAGUEは

『バスケで日本を元気に』の実現にむけて

バスケットボール・アリーナを通じて

地方創生に向き合い

日本社会に貢献していきます！
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B.LEAGUEの現状

Before
コロナ
2019-20
SEASON

Beyond
コロナ

2026-
SEASON

将来構想
夢のアリーナの実現

スポーツくじ
NFT・スポーツDX

地域連携強化・拡大

安心安全な開催
視聴文化の醸成

アジア枠採用による国際展開
U18の立ち上げ・SDGs拡大

シーズン中断/クラブ・リーグの存続

After
コロナ

2022-
SEASON

With
コロナ

2020-21,21-22
SEASON

Under
コロナ
2019-20
SEASON

コロナで非常に苦しい状況だが、「最大限の守りと攻めの両立」をテーマに事業を推進
来年からスポーツくじも開始。2026年将来構想実現を目指す。
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B.LEAGUEが目指す姿

２０２６年、リーグ構造の大改革を実行

TRANSFORMATION

エキスパンション型リーグへの移行

● 事業投資促進のため、
単年競技成績のみによる昇降格廃止

● 今後はクラブライセンスにより事業性で
エクスパンション(クラブ数)を判断

クラブ経営力向上、事業投資がしやすい環境に

新B1

新B2B1 ▶︎

新B3B2 ▶︎

・世界標準の競技力・アリーナエンターテイメント、地域活性の中心
・広がる事業成長機会（世界市場・アリーナ・高い賞金等）
・世界標準の経営力（20億~30億円の売上、20%以上の利益率・投資力）

地域に根差し、世界と戦う準備をするリーグ

・プロクラブとして自立できている（経営安定、地域貢献）

・クラブビジネスの基盤を築く
（スポンサー、チケッティング）

・一定の経営力でいつでも上に昇格できる

プロクラブとしての登竜門

・地域において普及・地域活性・社会課題解決ができている
・今のB1上位クラブと同等の経営力（8-10億円クラブ）
・結果、アリーナや投資の機運を高め、
上への挑戦準備ができている

地域・日本を代表し、世界と伍する“輝く”リーグ
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B.LEAGUEが目指す姿

● 国際バスケットボール連盟加盟数 212
（参考：国際サッカー連盟211/国連193）

● 世界の競技人口は4.5億人
（参考：サッカーの競技人口は2.8億人）

改革の実現により、CBA（中国）、
ユーロリーグと並び世界2位のリーグへ

メジャースポーツの中のメジャーなリーグが身近にあることで “もっと”日本を元気にできる

5〜40億円

1〜5億円

0.5〜1億円

〜0.5億円

0
〜５億円 5〜10億円 10〜40億円 200〜300億円

最高選手年俸

クラブ予算

フィリピン

韓国 ドイツ トルコ

オーストラリア イタリア スペイン ロシア

中国

EuroLeague

ＮＢＡに次ぐ世界第２位のリーグへ
-新B1の平均売上高を20億超えを目指す -
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成長戦略の３つのポイント

業界発展に向けた
３つの重要指針

入場者数基準
アリーナ基準

売上基準

平均：4,000名
・新設アリーナ基準充足
・カーディング自由度

売上高：12億円

事業投資力の裏付け
•収入の源泉である入場者に対してしっかり、収益化できていること

•スタッフ・選手・興行に十分に投資できる状況であること

・チケット収入・スポンサー収入を更に
上げる“魅せる”アリーナを有している
・任意の日程で毎日B.LEAGUEの試合

が開催されている世界を作るため
にアリーナ自由度を持つ

成長の基盤

・単日開催でも会場を満員化でき、
収益化できるクラブであること

・チケット収入・スポンサー収入・
他バスケ収入の源泉
となる基盤がある

事業の基盤

・上記を新B1クラブライセンス基準とする
・新B2クラブライセンス基準：売上高4億円・入場者数 2,400名（予定）

・新B1参入審査は 2024年10月予定
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B.LEAGUEの目指す夢のアリーナ

夢のアリーナは“地域のプロフィットドライバー”

夢のアリーナを核に様々な人々の笑顔と活力を生み出すこと
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ファン

地域住民

障がい者

子ども達

夢のアリーナ

VIP

イン
バウンド

企業

アウト
バウンド

バスケ・他スポーツ・コンサートなどの誘致/独自イベント創出

交流/関係人口拡大による地域経済活性

バスケ・他スポーツ・コンサートなど老若男女にとっての聖地

市民のスポーツ文化交流の活性化（心身の健康）

医療・健康・防災・デジタル等の中心としてのアリーナ

地域サービスネットワークの整備促進

アリーナを核にヒト・モノ・サービス・シゴトの成長

雇用創出・Uターン喚起

地域課題解決・SDGs実現のシンボル

住みやすい街の実現促進
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ENTERTAIMENT
非日常の提供

2021年春沖縄アリーナ利用開始

SYMBOL OF THE City
夢の街の実現

NEW Technology
Society5.0の実現

REVITALIZATION
交流人口・

関係人口の増大
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B.LEAGUEが描く未来像

Japan  professional  BasketBall LEAGUE

日本中がバスケで盛り上がっている

バスケを通じて地域や社会の課題解決に寄与する

多くのB.LEAGUEクラブ出身選手たちが
世界の舞台で活躍している

夢のアリーナを中心にたくさんの人が集まり、
地域を活性化
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B.LEAGUEが創りたい世界
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ご清聴いただき、有難う御座いました。




